
馬淵川に関するアンケート調査結果

平成２１年３月１６日
国土交通省 東北地方整備局

資料－３



１．調査方法

アンケート方法アンケート方法

アンケート用紙への直接記入 （返信封筒を添付、郵送による回答）

馬淵川水系沿川市町村（1市4町1村）を対象に、各地方自治体経由で各戸に配布

・川とのかかわり
・川のイメージ
・川への満足度
・川と地域住民の関わりについて
・川の整備の進め方について
・記入者情報

平成21年１月：１ヶ月程度

調査対象および配布方法調査対象および配布方法

アンケート調査期間アンケート調査期間

アンケート項目アンケート項目

１－１



２．アンケート配布部数

5,000部5,000部

計5,000

200新郷村

400田子町

400三戸町

500南部町

200五戸町

3,400八戸市

配布数（通）市町村名

アンケート配布地域アンケート配布地域

アンケート配布地域

（円内の数字は配布部数）

100

２－１



３．アンケート回収率
・回収数1,465件／配布数5,000件＝回収率29.3%
・有効回収数1,117件／配布数5,000件＝回収率22.3%

身近な川別の回答数身近な川別の回答数居住市町村別の回答数居住市町村別の回答数

※無回答及び不明回答を除外３－１

2%

13%

62%

0%

1%

0%

12%

0%

0%

0%

9%

0%

0%

1%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

馬淵川上流部（岩手県）

馬淵川中流部（三戸～南部町）

馬淵川下流部(八戸市)

土橋川

坂牛川

盲堤川

浅水川

如来堂川

猿辺川

小猿辺川

熊原川

種子川

相米川

杉倉川

剣吉川

標本数：1085

71%

2%

9%

7%

8%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

八戸市

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

標本数：1087



４．アンケート記入者の構成

問１．性別問１．性別

４－１

女性

34%

男性

66%

標本数：1064

問２．年齢問２．年齢

20～29才

1%
20才未満

0%

30～39才

6%

40～49才

14%

50～59才

26%60～69才

31%

70才以上

22%

標本数：1062

※無回答及び不明回答を除外



４．アンケート記入者の構成

問３．職業問３．職業

４－２

問４．田畑を所有しておりますか。問４．田畑を所有しておりますか。

所有している

34%

所有していな

い

66%

標本数：1056林業

0%

農業

14%

漁業

0%

自営業・家族

経営

7%

管理職

4%
専門職

7%

事務職・営業

職

11%

販売・サービ

ス業

8%

技能・労務

6%

学生

0%

無職

35%

その他

8%

標本数：1061

※無回答及び不明回答を除外



４．アンケート記入者の構成

問５．現在地にお住まいになって
何年になりますか。

問５．現在地にお住まいになって
何年になりますか。

４－３

2～5年未満

5%
2年未満

2% 5～10年未満

5%

10～15年未

満

9%

15～20年未

満

6%

20～30年未

満

19%
30～40年未

満

18%

40～50年未

満

12%

50年以上

24%

標本数：1064

問６．お住まいから川までは、
どれくらいの距離がありますか。

問６．お住まいから川までは、
どれくらいの距離がありますか。

それ以上

2%

徒歩10分以

内

82%

徒歩30分以

内

16%

標本数：1062

※無回答及び不明回答を除外



５．川とのかかわりについて

問７．普段の暮らしの中で、
川をどれくらい目に
することがありますか。

問７．普段の暮らしの中で、
川をどれくらい目に
することがありますか。

※無回答及び不明回答を除外５－１

問８．川にどんな目的をもって
行きますか。

問８．川にどんな目的をもって
行きますか。

・普段から川を見る機会が「毎日」ある人は全体の約半数
・「週に数回」ある人の割合をあわせると全体の約90％
・川を訪れる目的は「散歩」が33％、 「自然に親しむ」が11％

まったく目に

しない

(0.5%)

あまり目にす

ることはない

(10%)

週に数回は

目にする

(40%)

毎日目にする

(49%)

標本数：1098

釣りやアウト

ドアスポーツ

を楽しむ

(5%)

仕事で行く

(6%)

学習（研究）

で行く

(0%)

その他

(14%)

ほとんど出か

けない

(23%)

川そのものを

見に行く

(7%)

川沿いを散歩

する

(33%)

川沿いの自

然に親しむ

(11%)

水に入ったり

泳いだりす

る。

(0%)

標本数：1085



５．川とのかかわりについて

問９．普段、川に親しんでいる方
だと思いますか。

問９．普段、川に親しんでいる方
だと思いますか。

５－２

問１０．子供の頃、川で遊んだことが
ありますか。

問１０．子供の頃、川で遊んだことが
ありますか。

よく親しんで

いる

(13%)

親しんでいる

(31%)あまり親しん

でいない

(36%)

親しんでいな

い

(20%)

標本数：1097

よく遊んだ

(50%)

たまに遊んだ

ことがある

(29%)

あまり遊んだ

ことがない

(11%)

まったく遊ん

だことがない

(10%)

標本数：1094

・「よく遊んでいる」「親しんでいる」が44%
・約半数の人が、子供の頃川で「よく遊んだ」と回答
川との結びつきが強い

※無回答及び不明回答を除外



ある
(29%)

ない

(71%)

５．川とのかかわりについて
問１１．これまで、田や畑の水がなく苦労したことがありますか。問１１．これまで、田や畑の水がなく苦労したことがありますか。

５－３

・田畑の水がなくて苦労したことがあると答えた人は全体の約30％
・農業従事者でみると約70％が（水がなくて）苦労したことがある

標本数：1072

※無回答及び不明回答を除外

29%

69%

23%

25%

36%

32%

32%

42%

43%

71%

31%

77%

75%

64%

68%

68%

58%

57%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農業

非農業

八戸市

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

ある ない

(標本数：1072)

(標本数：140)

(標本数：883)

(標本数：750)

(標本数：25)

(標本数：95)

(標本数：68)

(標本数：88)

(標本数：23)



ある

(28%)

ない

(72%)

５．川とのかかわりについて

５－４

問１２．これまで、飲料水が不足して苦労したことがありますか。問１２．これまで、飲料水が不足して苦労したことがありますか。

標本数：1095

水道水が不足して苦労した経験のある人は 農業用水と同程度で全体の約30％

※無回答及び不明回答を除外

28%

30%

37%

27%

17%

16%

26%

72%

70%

63%

73%

83%

84%

74%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

八戸市

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

ある ない

(標本数：1095)

(標本数：762)

(標本数：27)

(標本数：101)

(標本数：69)

(標本数：89)

(標本数：23)



果樹園の被

害を受けた

(2%)
水田の被害

を受けた

(11%)

畑の被害を

受けた

(4%)

その他

(5%)

受けたことが

ない

(67%)

家屋の被害

を受けた

(12%)

５．川とのかかわりについて

問１３．これまで、洪水の被害を受けたことがありますか。問１３．これまで、洪水の被害を受けたことがありますか。

５－５

・洪水被害の経験がある人の割合は全体の33％
・50年以上居住している人の半数以上が洪水被害があると回答
・記憶に残る洪水としては平成16年～19年に発生した洪水が多く挙げられている

標本数：1088

【洪水の被害の有無－居住年数別－】

67%

92%

86%

70%

80%

83%

70%

71%

60%

48%

12%

4%

2%

13%

5%

12%

15%

11%

15%

13%

2%

0%

0%

0%

0%

0%

1%

1%

4%

3%

11%

4%

6%

9%

7%

3%

3%

7%

11%

26%

4%

0%

0%

2%

2%

0%

2%

5%

6%

6%

5%

0%

6%

7%

5%

2%

8%

6%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10～15年未満

15～20年未満

20～30年未満

30～40年未満

40～50年未満

50年以上

受けたことがない 家屋の被害を受けた 果樹園の被害を受けた

水田の被害を受けた 畑の被害を受けた その他

(標本数：1088)

(標本数：26)

(標本数：49)

(標本数：46)

(標本数：91)

(標本数：65)

(標本数：204)

(標本数：182)

(標本数：124)

(標本数：253)

※無回答及び不明回答を除外



果樹園の被

害を受けた

(2%)
水田の被害

を受けた

(11%)

畑の被害を

受けた

(4%)

その他

(5%)

受けたことが

ない

(67%)

家屋の被害

を受けた

(12%)

５．川とのかかわりについて

問１３．これまで、洪水の被害を受けたことがありますか。問１３．これまで、洪水の被害を受けたことがありますか。

５－６

・南部町に居住している人の約30％、八戸市、三戸町に居住している人の約10％が
洪水被害の経験があると回答

標本数：1088

※無回答及び不明回答を除外

【洪水の被害の有無－居住年数別－】

67%

73%

74%

44%

60%

53%

57%

12%

10%

0%

31%

11%

8%

9%

2%

0%

0%

2%

19%

1%

0%

11%

8%

26%

8%

0%

32%

35%

4%

3%

0%

11%

3%

3%

0%

5%

6%

0%

3%

7%

2%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

八戸市

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

受けたことがない 家屋の被害を受けた 果樹園の被害を受けた

水田の被害を受けた 畑の被害を受けた その他

(標本数：1088)

(標本数：759)

(標本数：27)

(標本数：99)

(標本数：70)

(標本数：88)

(標本数：23)



ある

(15%)

ない

(85%)

５．川とのかかわりについて

５－７

問１４．これまで、水防活動の経験がありますか。問１４．これまで、水防活動の経験がありますか。

・水防活動を行った経験のある人の割合は全体の15％に留まっている。
・洪水被害経験がある人の中で、水防活動経験がある人の割合は26％
・洪水被害経験がない人でみると、水防活動経験がある人の割合は9％

※無回答及び不明回答を除外

標本数：1082

15%

9%

26%

9%

27%

21%

24%

36%

33%

85%

91%

74%

91%

73%

79%

76%

64%

67%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

被害経験なし

被害経験あり

八戸市

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

ある ない

(標本数：1082)

(標本数：760)

(標本数：26)

(標本数：99)

(標本数：70)

(標本数：84)

(標本数：21)

(標本数：349)

(標本数：718)



６．川のイメージについて

問１５．川について抱くイメージはどちらに近いですか。問１５．川について抱くイメージはどちらに近いですか。

６－１

・「美しさ」、「自然の豊かさ」、「親しみやすさ」は良いイメージの回答が悪いイメージ
の回答より多い傾向

・「安全性」は、良いイメージと悪いイメージが同程度
・「にぎやかさ」、「やさしさ」は、「どちらともいえない」 （上図黄色）と回答した人が
半数近い

← イメージ →

6%

4%

10%

1%

4%

12%

32%

28%

33%

12%

23%

36%

32%

37%

33%

43%

48%

34%

19%

18%

17%

26%

16%

13%

12%

13%

7%

18%

10%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（a）美しさ　きれい

（b）安全性　安全

（c）自然の豊かさ　豊か

（d）にぎやかさ　にぎやか

（e）やさしさ　やさしい

（f）親しみやすさ　親しみがある

汚い

危険

人工的

寂しい

こわい

よそよそしい

(標本数：959)

(標本数：909)

(標本数：921)

(標本数：889)

(標本数：899)

(標本数：905)

　■とても良い　■良い　■どちらとも言えない　■悪い　■とても悪い

※無回答及び不明回答を除外



７．川への満足度について

問１６．選んだ川に関する次の点について、どの程度満足していますか。問１６．選んだ川に関する次の点について、どの程度満足していますか。

７－１

4%

7%

3%

3%

2%

3%

41%

36%

27%

27%

23%

28%

23%

48%

40%

44%

37%

32%

22%

7%

22%

19%

26%

26%

10%

2%

8%

7%

12%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(a)堤防や護岸の整備

(b)農業用水確保

(c)水質保全

(d)魚や鳥の保護

(e)河川の植生の整備・管理

(f)河川や河川周辺の景観

(標本数：1035)

(標本数：929)

(標本数：973)

(標本数：983)

(標本数：985)

(標本数：994)

　■たいへん満足している　■まあ満足している　■どちらとも言えない　■あまり満足していない　■まったく満足していない

・「堤防・護岸整備」に対して「満足していない」人の割合が全体の32％（満足している
人は45％）

・「農業用水確保」に「満足していない」人の割合は全体の9％
・「水質保全」、「魚や鳥の保護」については、「どちらともいえない」と回答した人の割合
が最も大きい

・「植生」「景観」に対して「満足していない」人の割合が比較的大きい

※無回答及び不明回答を除外



７．川への満足度について

７－２

（ａ）堤防や護岸の整備（ａ）堤防や護岸の整備

洪水被害経験のある人の中では、「満足していない」と感じている人の割合
が45%で、「満足している」と感じている人（36%）よりも大きい

※無回答及び不明回答を除外

【川への満足度（a）堤防や護岸の整備－被害経験別－】

4%

4%

3%

4%

4%

3%

1%

1%

0%

41%

45%

33%

45%

35%

37%

25%

32%

39%

23%

25%

19%

24%

26%

17%

19%

28%

30%

22%

20%

29%

18%

26%

34%

35%

30%

26%

10%

7%

16%

9%

9%

9%

20%

9%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

被害経験なし

被害経験あり

八戸市

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

たいへん満足している まあ満足している どちらともいえない あまり満足していない まったく満足していない

(標本数：1035)

(標本数：697)

(標本数：325)

(標本数：731)

(標本数：23)

(標本数：92)

(標本数：69)

(標本数：79)

(標本数：23)

問１６．選んだ川に関する次の点について、どの程度満足していますか。問１６．選んだ川に関する次の点について、どの程度満足していますか。



７．川への満足度について

７－２

（b）農業用水確保（b）農業用水確保

職業別に見ると、農業者で「満足している」と回答した人は55%で、全体の割合よりも
大きくなっているが、「満足していない」と回答した人についても23%となった

※無回答及び不明回答を除外

問１６．選んだ川に関する次の点について、どの程度満足していますか。問１６．選んだ川に関する次の点について、どの程度満足していますか。

【川への満足度（c）水質保全－川を目にする頻度別－】

7%

12%

6%

6%

4%

6%

3%

13%

5%

36%

43%

35%

34%

48%

31%

36%

47%

36%

48%

23%

52%

52%

30%

48%

51%

28%

41%

7%

19%

5%

6%

17%

9%

7%

6%

14%

2%

4%

2%

1%

0%

5%

3%

5%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農業

非農業

八戸市

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

たいへん満足 まあ満足 どちらともいえない あまり満足していない まったく満足していない

(標本数：929)

(標本数：124)

(標本数：763)

(標本数：653)

(標本数：23)

(標本数：77)

(標本数：59)

(標本数：78)

(標本数：22)



８．川と地域住民の関わりについて

問１７．普段、川でどのような活動をしていますか。問１７．普段、川でどのような活動をしていますか。

８－１

・「水防活動・防災」に関する活動に対して「積極的に活動している」、「活動している」、
「少しは活動している」と回答した人の割合の合計が全体の16％

・「環境保全活動」に「積極的に活動している」、「活動している」、「少しは活動して
いる」と回答した人の割合の合計が全体の34％

・「レジャーやスポーツ」に「積極的に活動している」、「活動している」、「少しは活動
している」と回答した人の割合の合計が全体の25％

2%

4%

2%

4%

7%

6%

11%

23%

17%

84%

66%

75%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a)水防活動、防災

b)環境保全活動

(c)レジャーやスポーツ

積極的に活動している

活動している

少しは活動している

活動していない

(標本数：998)

(標本数：989)

(標本数：960)

※無回答及び不明回答を除外



８．川と地域住民の関わりについて

問１８．今後、どのような活動に参加したいとお考えですか。問１８．今後、どのような活動に参加したいとお考えですか。

８－２

・「水防活動・防災」に関する活動に対して「積極的に参加したい」、「参加したい」、
「少しは参加したい」と回答した人の割合の合計が全体の74％と住民の参加意識は
比較的高い

・「環境保全活動」に「積極的に参加したい」、「参加したい」、「少しは参加したい」と
回答した人の割合の合計が全体の83％

・「レジャーやスポーツ」に「積極的に参加したい」、「参加したい」、「少しは参加したい」
と回答した人の割合の合計が全体の72％

5%

6%

7%

18%

27%

24%

51%

50%

42%

26%

17%

28%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(a)水防活動、防災

(b)環境保全活動

(c)レジャーやスポーツ

積極的に参加したい

参加したい

少しは参加したい

参加したくない

(標本数：954)

(標本数：975)

(標本数：930)

※無回答及び不明回答を除外



８．川と地域住民の関わりについて

問１９．川の治水・利水・環境を改善
するために、上流から下流の
住民まで協力してとりくむべき
だと思いますか。

問１９．川の治水・利水・環境を改善
するために、上流から下流の
住民まで協力してとりくむべき
だと思いますか。

８－３

まあ思う

27%

そう思う

67%

そう思わない

1%
あまりそう思

わない

5%

標本数：1083

問２０．川の治水・利水・環境を改善
するために、行政だけではなく、
流域住民も積極的に活動すべき
だと思いますか。

問２０．川の治水・利水・環境を改善
するために、行政だけではなく、
流域住民も積極的に活動すべき
だと思いますか。

あまりそう思

わない

8%

そう思わない

1%

そう思う

55%
まあ思う

36%

標本数：1087

・治水、利水、環境の改善に向けて、上流から下流の住民までが協力してとりくむべき
と考える人は、全体の90％以上

・行政だけでなく、流域住民も積極的に活動すべきと考える人の割合は90％以上

※無回答及び不明回答を除外



８．川と地域住民の関わりについて

問２１．現在お住まいの場所は、水害が起こる危険があると思いますか。問２１．現在お住まいの場所は、水害が起こる危険があると思いますか。

８－４

あまり高くな

い

(40%)

まったく危険

はない

(18%)

大変高い

(15%)

高い

(27%)

・全体の約40％が水害の危険性が高いと回答している
・洪水被害経験のない人の意識が比較的低い
・居住地別でみると、馬淵川中流部の南部町、三戸町で、「危険性が高い」と感じて
いる人の割合が他の市町村よりも多い

標本数：1089

※無回答及び不明回答を除外

15%

9%

28%

14%

0%

24%

21%

14%

13%

27%

26%

28%

28%

12%

28%

25%

29%

25%

40%

44%

32%

42%

62%

23%

34%

38%

58%

18%

20%

12%

16%

27%

24%

20%

19%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

被害経験なし

被害経験あり

八戸市居住

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

大変高い 高い あまり高くない まったく危険はない

(標本数：1089)

(標本数：718)

(標本数：347)

(標本数：765)

(標本数：26)

(標本数：98)

(標本数：71)

(標本数：85)

(標本数：24)



８．川と地域住民の関わりについて

８－５

問２２．今後、水不足によって農業用水や飲料水などに対する不安がありますか。問２２．今後、水不足によって農業用水や飲料水などに対する不安がありますか。

・全体の約52％が今後、水不足に対する不安を持っている
・農業従事者でみると、その割合は大きい。

※無回答及び不明回答を除外

標本数：1091

ある

(36%)

大変ある

(16%)

まったくない

(6%)

あまりない

(43%)

16%

22%

14%

17%

8%

18%

13%

6%

12%

36%

36%

36%

38%

46%

33%

37%

21%

32%

43%

37%

43%

41%

46%

43%

43%

60%

52%

6%

5%

6%

5%

0%

5%

7%

13%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農業

非農業

八戸市

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

大変ある ある あまりない まったくない

(標本数：1091)

(標本数：144)

(標本数：897)

(標本数：767)

(標本数：26)

(標本数：99)

(標本数：70)

(標本数：85)

(標本数：25)



現在のままで

ある

(38%)

現在より悪く

なる

(25%)

現在より大変

良くなる

(2%)

現在より良く

なる

(35%)

８．川と地域住民の関わりについて
問２３．今後、河川の自然環境や景観はどうなると思いますか。問２３．今後、河川の自然環境や景観はどうなると思いますか。

８－６

河川の自然環境や景観について、今後悪くなると感じている人は全体の25％

※無回答及び不明回答を除外

標本数：1087

2%

3%

4%

0%

0%

1%

0%

35%

37%

50%

24%

36%

21%

26%

38%

36%

27%

44%

39%

47%

52%

25%

24%

19%

32%

26%

31%

22%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

八戸市

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

現在より大変良くなる 現在より良くなる 現在のままである 現在より悪くなる

(標本数：1087)

(標本数：766)

(標本数：26)

(標本数：98)

(標本数：70)

(標本数：85)

(標本数：23)



９．河川整備の進め方について
問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。

９－１ ※無回答及び不明回答を除外

・河川整備の各項目について「ぜひ必要」「必要」と回答した人の割合が
全体の約80％～90％

45%

8%

20%

37%

43%

20%

21%

28%

50%

38%

35%

66%

37%

32%

41%

45%

23%

52%

52%

48%

57%

61%

61%

43%

56%

58%

33%

57%

51%

52%

10%

69%

28%

11%

9%

23%

18%

11%

7%

6%

7%

2%

7%

18%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a)堤防や護岸整備

b)上流でのダム建設

c)遊水地の確保

d)住宅建設の規制

e)ハザードマップの配布

f)避難訓練の実施

g)水防組織の拡充

h)農業用水の確保

i)飲料水の確保

j)魚や鳥などの保全

k)植物の保全と管理

l)水質の保全

m)河川景観の保全

n)公園などの環境整備

o)河川美化

ぜひ必要 必要 それほど必要ない

(標本数：977)

(標本数：1026)

(標本数：983)

(標本数：972)

(標本数：993)

(標本数：992)

(標本数：989)

(標本数：1012)

(標本数：1004)

(標本数：993)

(標本数：1013)

(標本数：993)

(標本数：1001)

(標本数：1007)

(標本数：993)



９．河川整備の進め方について

問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。

９－２

（a）河川の堤防や護岸整備（a）河川の堤防や護岸整備

それほど必

要ない

(10%)

必要

(45%)

ぜひ必要

(45%)

・「ぜひ必要」「必要」と回答した人の割合をあわせると全体の約90％
・洪水被害経験者でみると「ぜひ必要」の回答だけで半数以上
・居住市町村別にみると、馬淵川が流下している八戸市、南部町、三戸町で「ぜひ
必要」と回答した割合が他の町村より比較的大きい

標本数：1026

※無回答及び不明回答を除外

【洪水対策の必要性（a）河川の堤防や護岸整備－洪水被害経験の有無,居住地別－】

45%

40%

56%

46%

25%

48%

58%

35%

33%

45%

48%

36%

44%

67%

41%

33%

51%

54%

10%

11%

8%

10%

8%

10%

9%

14%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

被害経験なし

被害経験あり

八戸市

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

ぜひ必要 必要 それほど必要ない

(標本数：1026)

(標本数：682)

(標本数：326)

(標本数：731)

(標本数：24)

(標本数：87)

(標本数：67)

(標本数：79)

(標本数：24)



９．河川整備の進め方について
問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。

９－３

（b）上流でのダム建設（b）上流でのダム建設

ぜひ必要

(8%)

必要

(23%)

それほど必

要ない

(69%)

標本数：983

・「ぜひ必要」「必要」と回答している人の割合をあわせて全体の約30％。
約70％の人が「それほど必要ない」と回答

・洪水被害経験者についても、65％が「それほど必要ない」と回答

【洪水対策の必要性（b）上流でのダム建設－洪水被害経験の有無別－】

8%

6%

11%

23%

23%

23%

69%

71%

65%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

被害経験なし

被害経験あり

ぜひ必要 必要 それほど必要ない

(標本数：983)

(標本数：660)

(標本数：306)

※無回答及び不明回答を除外



９．河川整備の進め方について

問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。

９－４

（c）遊水地の確保（c）遊水地の確保

それほど必

要ない

(28%)

必要

(52%)

ぜひ必要

(20%)

標本数：972

・「ぜひ必要」「必要」と回答した人の割合をあわせると約70％
・洪水被害経験の有無で明確な意識の差はみられない
・居住市町村別にみると、馬淵川が流下している八戸市、南部町、三戸町で
「ぜひ必要」と回答した割合が他の町村より比較的大きい

※無回答及び不明回答を除外

【洪水対策の必要性（c）遊水地確保堤－洪水被害経験の有無別－】

20%

20%

20%

20%

14%

20%

25%

14%

14%

52%

53%

50%

52%

48%

58%

45%

45%

57%

28%

27%

30%

27%

38%

21%

30%

41%

29%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

被害経験なし

被害経験あり

八戸市

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

ぜひ必要 必要 それほど必要ない

(標本数：972)

(標本数：654)

(標本数：302)

(標本数：705)

(標本数：21)

(標本数：84)

(標本数：60)

(標本数：73)

(標本数：21)



９．河川整備の進め方について

問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。

９－５

（d）氾濫危険地域への住宅建設の規制（d）氾濫危険地域への住宅建設の規制

ぜひ必要

(37%)

必要

(52%)

それほど必

要ない

(11%)

標本数：993

・「ぜひ必要」「必要」と回答した人の割合をあわせると約90％
・洪水被害経験の有無で明確な意識の差はみられない
・居住市町村別にみると、馬淵川が流下している八戸市、南部町、三戸町で
「ぜひ必要」と回答した割合が他の町村より比較的大きい

※無回答及び不明回答を除外

【洪水対策の必要性（d）氾濫危険地域への住宅建設の規制－洪水被害経験の有無別－】

37%

36%

39%

39%

24%

32%

35%

31%

19%

52%

54%

49%

53%

62%

54%

50%

46%

48%

11%

10%

13%

9%

14%

14%

15%

23%

33%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

被害経験なし

被害経験あり

八戸市

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

ぜひ必要 必要 それほど必要ない

(標本数：993)

(標本数：663)

(標本数：313)

(標本数：719)

(標本数：21)

(標本数：87)

(標本数：62)

(標本数：74)

(標本数：21)



９．河川整備の進め方について
問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。

９－６

（e）洪水氾濫予測の地図（ハザードマップ）の配布（e）洪水氾濫予測の地図（ハザードマップ）の配布

それほど必

要ない

(9%)

必要

(48%)

ぜひ必要

(43%)

標本数：993

・「ぜひ必要」「必要」と回答した人の割合をあわせると約90％
・洪水被害経験の有無で明確な意識の差はみられない

【洪水対策の必要性（e）洪水氾濫予測の地図（ハザードマップ）の配布－洪水被害経験の有無別－】

43%

43%

43%

48%

49%

47%

9%

8%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

被害経験なし

被害経験あり

ぜひ必要 必要 それほど必要ない

(標本数：993)

(標本数：668)

(標本数：309)

※無回答及び不明回答を除外



９．河川整備の進め方について

問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。

９－７

（f）避難訓練の実施（f）避難訓練の実施

ぜひ必要

(20%)

必要

(57%)

それほど必

要ない

(23%)

標本数：992

・「ぜひ必要」「必要」と回答した人の割合をあわせると約80％
・洪水被害経験の有無で明確な意識の差はみられない

【洪水対策の必要性（f）避難訓練の実施－洪水被害経験の有無別－】

20%

19%

22%

57%

58%

55%

23%

23%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

被害経験なし

被害経験あり

ぜひ必要 必要 それほど必要ない

(標本数：992)

(標本数：664)

(標本数：311)

※無回答及び不明回答を除外



９．河川整備の進め方について

問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。問２４．次のような項目がどのくらい必要だと思いますか。

９－８

（g）水防組織の拡充（g）水防組織の拡充

それほど必

要ない

(18%)

必要

(61%)

ぜひ必要

(21%)

標本数：977

・「ぜひ必要」「必要」と回答した人の割合をあわせると約80％
・洪水被害経験がある人の方が、「ぜひ必要」と回答した人の割合が比較的大きい

【洪水対策の必要性（g）水防組織の拡充－洪水被害経験の有無別－】

21%

19%

24%

61%

62%

60%

18%

19%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

被害経験なし

被害経験あり

ぜひ必要 必要 それほど必要ない

(標本数：977)

(標本数：653)

(標本数：308)

※無回答及び不明回答を除外



９．河川整備の進め方について

問２５．今後の河川行政は治水、利水、環境保全の３つのうち、どれにもっとも
力を入れるべきだと思いますか。

問２５．今後の河川行政は治水、利水、環境保全の３つのうち、どれにもっとも
力を入れるべきだと思いますか。

９－９

わからない

(9%)

3つを均等に

(47%)
環境対策

(22%)

利水対策

(6%)

治水対策

(16%)

標本数：1072

・治水、利水、環境を「均等」に対策すべきという回答が全体の約50％と最も多く、
続いて環境対策、治水対策、利水対策の順になっている

※無回答及び不明回答を除外

16%

13%

21%

16%

0%

16%

21%

7%

22%

6%

6%

5%

7%

4%

2%

4%

4%

0%

22%

23%

21%

21%

27%

16%

23%

33%

26%

47%

49%

45%

49%

50%

46%

44%

43%

52%

9%

9%

9%

7%

19%

19%

8%

13%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

被害経験なし

被害経験あり

八戸市

五戸町

南部町

三戸町

田子町

新郷村

治水対策 利水対策 環境対策 ３つを均等に わからない

(標本数：1072)

(標本数：711)

(標本数：341)

(標本数：754)

(標本数：26)

(標本数：97)

(標本数：71)

(標本数：84)

(標本数：23)



１０．自由回答

身近にある川への関わり方、考え方、さらに河川行政に関するご意見身近にある川への関わり方、考え方、さらに河川行政に関するご意見

●早急に治水対策を行ってほしい。大雨が降ると大変心配している。
●治水対策、利水対策は行政の方でなければ進まないと思う。環境対策は地域住民でもあ
る程度出来ると思う。
●現在環境保全活動（ゴミひろい等）に参加しているが、より多くの市民が参加出来るように
した方が良い。
●農業用水の安定的な確保、農業被害のないように氾濫危険地帯の整備をしてもらいたい。
●将来温暖化により、水不足が懸念されるので水の安定した確保が望まれる。
●自然をそこなうことなく、治水、利水、環境保全を実施できるようにしてもらいたい。
●川の治水、利水、環境の改善を流域住民も積極的に活動すべきと思う。
●流域住民を巻き込んで河川行政を進めてもらいたい。

１０－１


